
 

 

 

 

 

 

 

 

 

“広報すながわ”の朗読活動を取材！ 

10月 31日、砂川市声のとびら朗読赤十

字奉仕団（代表山片敬子委員長）の活動を取

材しました。 

（参加者：市長公室課 小島、坂本、坂林） 

 

毎月 2回発行される「広報すながわ」を朗

読し、視覚障がい者や字を読むのが困難な

人へ録音テープを届けています。 

この日は、5 人のメンバーが交代で記事

を読みあげました。 

 

 

私たちも実際に録音している姿を見るのは初

めてでしたが、こんなにも丁寧に広報を読み上

げてくれていたのかという驚きがありました。 

リスナーの方々が耳で聴いて理解しやすいよ

うに、読む順番や、文章の読み方、掲載されてい

る写真の説明など様々な工夫をされており、リ

スナーの方々に寄り添った素敵な活動だと思い

ました。 

 

また、広報を見て読むことにかかる時間

と、声に出し読みあげることにかかる時間

が、こんなにも違うのかということを感じ

ました。 

 

皆さんにうかがったところ、やはりリスナ

ーからの声を参考に試行錯誤しているとの

こと。1 冊を読み上げるのは大変な作業で

すが、ぜひ続けてほしいと思います。 

左から山片さん、大月さん、中川さん、柴山さん、寺坂さん    

 

活動にご興味のある方は、ぜひ、市役所協働推進係74-8765までご連絡を 

き ょ う の き ょ う ど う 

今日の協働 
砂川市市長公室課協働推進係   


